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Abstract

刀le purpose Of this study was to investigate the relationship between behaviors upon

contactwitha variety of familiaranimals, attitudes toward lifeof animals and personality

traitsin college students. Subjectswere 232 (86 male and 146 female) undergraduates.

′me main results were asfo1lows:

(1) Bothinsexand inthe sorts of animals,the relationship between
personality traits and

whether
one cangrasptheanimals was extremely different.

(2) Generally saying, male and female students who could grasp the animals were less

aggressive, less inierior, less neuroticand more empathicthanthe sttldents who could not

grasptheanimals.

(3) Male students who could graspthe animals were less depressivethaJlthe male students

who could not graspthe amimals.

(4) Stronger tendency to avoid to see animals facing to death, Could be seen in
male

students who were more neurotic and in female students whofe1t more inferiority.

(5) Male students who had more positive a出tudes towardanimalprotection were more

empathic and more sociablethanthe other male students.

問題と目的

われわれの身の回りには,犬や猫,ネズミ,ゴキブリ,クモ,へび,かえる,金魚等さ

*心理学教室
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まざまな動物が存在している｡これらの動物への対応の仕方にいかに大きな個人差がみら

れるかは,われわれの日常経験から明らかである｡その実怒に関するパイロットスタディ

として塗師(1996)は,大学生を対象に,自分の手による接触可能度,動物の生命に関わ

る場面に対する態度,部屋に入ってきた動物への対応行動という3つの観点から調査を行

い,いずれにおいても個人差や男女差が非常に大きいことを明らかにしている｡こうした

動物に対する行動や態度の大きな個人差の背後には,何らかの性格特性要因が関わってい

ることも十分に考えられる｡そこで本研究では,自分の手によ′る接触可能度と動物の生命

に関わる場面に対する態度を取り上げ,これらと性格特性との関連を明らかにすることを

目的とする｡なお性格特性としては,柳井らによる新性格検査(柳井･柏木･国生, 1987)

から,動物に対する行動と関連が深いのではないかと考えられる社会的外向性,共感性,

攻撃性,劣等感,神経質,抑うつ性の6尺度を取り上げる｡

方 法

本研究は塗師(1996)のデータを,同時に実施した性格検査(調査票D)との関連とい

う観点から分析したものである｡従って以下の調査内容の調査票A, B, Cは塗師(1996)

と同一である｡

1.調査対象

横浜国立大学の学生232人(男性86人,女性146人)0

2.嗣圭時期

1996年4月｡

3.嗣査方法

大学の講義時間の一部を利用して集合調査を行った｡調査に要した時間は約15分｡

4.嗣査内容

調査票A, B, C, Dからなる｡調査票A, B, Cの内容は,塗師(1996)を参照｡

本研究ではこの中の調査表A, C, Dについて分析する｡

イ.調査票A (20項目)

各種の動物の生命に対する態度を調べる｡

ロ.調査票C (30項目)

30種類の生きている動物をどの程度自分の手でつかめるかを調べる｡

ハ.調査票D (60項目)

前述したように,柳井らによる新性格検査(柳井･軸木･国生, 1987)から取り上げ

た6尺度で,各尺度10項目ずつ計60項目からなる(資料に示す)｡項目1から項目60
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まで,社会的外向性(以後,外向性と略す),共感性,攻撃性,劣等感,神経質,抑う

つ性という順序で,繰り返し配置されている｡

5.得点化の方法

調査票Aについては｢あてはまらない+から｢あてはまる+までの4段階を,それぞ

れ1, 2, 3, 4と得点化した｡調査票Cでは, ○ (つかむことができる)を3, △ (さ

わることだけならできる)を2,無記入(つかむこともさわることもできない)を1と

得点化した｡調査票Dでは,項目内容と尺度名の方向性を考慮し,一致している場合

には, ｢はい+, ｢どちらでもない+, ｢いいえ+をそれぞれ3, 2, 1,一致していない場

合(逆転項目)には1, 2, 3と得点化して,尺度名の方向で得点が高くなるようにし

た｡たとえば外向性という名前の尺度についていえば,得点が高い方が外向性が高く

なるようにした｡

結果と考察

1.動物に対する自分の手による接触可能度と性格との関係

詞査票Cの30種類の動物のそれぞれに対する接触可能度に関して, ｢つかむこともさわ

ることもできない+群を第1群, ｢さわることだけならできる+群を第2群, ｢つかむこと

ができる+群を第3群とした｡本研究ではこの中から第1群と第3群を取り上げて,両群

の性格検査6尺度の平均値の差を男女別に比較検討した｡その際,群の人数が5名未満の

場合には,結果の一般性に問題があると考え,平均値の差の検定の対象外とした｡これに

該当するのは,男性では,ゴキブリの第3群(o名),ねこといぬの第1群(1名),くわが

たとひよこの第1群(2名),小さいかめの第1群(3名),女性では,ゴキブリの第3群(1

名),大きいクモの第3群(2名),いぬの第1群(4名)であった｡特にゴキブリは男女い

ずれも,ほとんど全員がつかむこともさわることもできないことがわかる｡

表1は第1群と第3群の平均値の差のt検定の結果,両側5%以下の水準で有意であった

ものを示している(5%の場合事, 1%の場合-)｡なお10%水準で有意であったものは＋

で示すo -はいずれかの群が5名未満のため検定を行っていないことを示す.この表から,

動物に対する接触可能度と関連が見られる性格特性として,男性では,攻撃性,劣等感,

神経質,抑うつ性,共感性,女性では,攻撃性,劣等感,棉経質,共感性が挙げられるこ

とがわかる｡また,男女によって,性格特性と関連のある動物の種類がかなり異なること

もわかる｡これらの結果を性格尺度別にもっと詳細に述べると,以下の通りである｡
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表1性格の各尺度と接触可能度の関係の有意性

外向性 劣等感 攻撃性 共感性 神経質 抑うつ性

早 女 男 女 早 女 男 女 罪 女 男 女

バッタ * * ＋

コオロギ * * ＋

せみ ＋ * *

とんぽ * * * **

ちょう ＋ ** ＋ ＋

くわがた ＋ * ＋

あおむし ＋ ＋

あり ＋

だんご虫 *

/l､さいクモ *

ゴキブリ

かえる * * *

とかげ

ミミズ ＋ **

大きいクモ *

やもり *

へび 辛 **

ナメタジ 辛

かたつむり ＋

やどかり 辛

小さいかめ **

ドジョウ ＋ * ** 辛

ざりがに ** * ＋

きんぎょ 辛 * 辛

ひよこ ＋

アヒル * ＋ 辛 ** 辛

ハムスター ** ** * ＋

うさぎ ** ＋

ねこ

いぬ

(**p<o.o1. *b<0.L25､ ･ b<0.10,
-

5名未満のため検定せず)

①攻撃性については,表2から明らかなように,男女ともかなり多くの動物において第

1群と第3群の平均値間に有意差が見られ,いずれも第3辞すなわち｢つかむことができ

る+方が｢つかむこともさわることもできない+第1群より攻撃性が低い｡男性ではバッ

タ,ちょう,小さいクモ,大きいクモ,かえる, -び,ドジョウ,ハムスターで有意差が

見られ,あり,ざりがに,ミミズ,アヒル,うさぎで有意な傾向が見られた｡女性ではコ

オロギ,せみ,とんぼ,くわがた,だんご虫,小さいかめで有意差が見られ,バッタ,ひ

よこで有意な傾向が見られた｡なお有意ではないが,男性のせみ,とんぼ,だんご虫,女

性のありでは,第1群と第3群の平均値差が1.5以上見られ,いずれも第3群の方が低かっ

た.このことから,一般に昆虫類に対する接触可能度は男女とも攻撃性と関係が強く,

｢つかむことができる+方が攻撃性が低いといえよう｡たとえば男性のちょうについてい

えば, ｢人に八つ当たりすることがよくある+ (項目51), ｢短気である+ (項目45)等の項

目に対して｢はい+と答えた人の割合は,第3群の方が第1群よりはるかに小さかった｡
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表2 攻撃性と接触可能度の関係

群
男性 女性

人数平均S.D. 人数平均S.D.

)ヾッタ
1 522.802.68* 3721.084.17＋

3 7318.80-4.01 8719.324.85

コオロギ■ 1 920.004.21 5621.234.43*
3 6619.24‾4.22 7219.134.70

せみ 1 1420 865.23 6020.704.4O*
3 6618 583.82 5918.954.76

とんぽ 1 520.603.44 4021.134.07*
3 7418.974.16 9019.124.92

ちょう 1 1422.434.73** 5820.454.49
3 6618.273.79 5919.295.09

くわがた 1 224.000.OO- 3021.673.99*
3 7818 874.04 92.19.284.85

あおむし 1 4419 804.21 10520.114.53
3 2518123.96 1420.435.05

あり 1 522.003.16＋ 2521.124.41
3 7218.814,17 10919.484.71

だんご虫 1 1020 803.91 4721.134.87*
3 6918 804.30 8919.224.61

小さいクモ 1 4720,214.33* 11420164.82
3 2417.583.56 2518.844.31

ゴキブリ 1 7718.914.18- 14419.844.74-
3 0 123.00

かえる 1 2220.823.96* 7519.674.69
3 5318_384.43 4620.835.06

とかげ 1 3119.714.30 9419.854.67
3 4618.834.13 3320.674.79

ミミズ 1 3620.004.65＋ 10119.844.53
3 4018_183.69 2619.815_45

大きいクモ 1 6819.514.18* 13919.884.all
3 514.BO3.27 219.503.54

やもり 1 4818.9$4.20 10619.884.75
3 2619.624.47 2120.245.39

へび 1 5220.004.21* 10220.124.60
3 1917.474.13 1920.745.31

ナメタジ 1 5419.354.22 12019.804.64
3 1217.334.85 919.783.83

かたつむり 1 1119.554.37 2720.524.51
3 6518.804.14 9019.724.95

やどかり 1 920.224.27 4420.484.07
3 731さ.754.ll 9019.315.08

小さいかめ 1 321.(X〉5.00- 1323.462.76**
3 7818.894.14 11319.354.77

ドジョウ 1 1921.793.78** 6720.224.54
3 5318.253.87 5619_545.22

ざりがに 1 920.894.51＋ 5120.844.09

3 7018.513.92 7719.525.12

きんぎょ 1 1218 923.34 4020.704.44
3 6419 064.53 8219.414.93

ひよこ 1 225.001.41- 1122.184.24＋
3 7718.904.23 12419.574.71

アヒル 1 1121.363.41＋ 2220.644.48
3 5918.894.35 9419.284.85

ノヽムスター 1 723.292.56** 1121.825.49
3 7018.674.14 12019.544.72

うさぎ
.1

721.863.85＋ 621.675.32

3 6918.944.33 12719.564.72

ねこ 1 119.00 522.805.67
3 7419.034.32 12519.694.74

いぬ 1 119.(X) 421.754.65-

3 7419.044.40 13019.624.76

(**b<0.01､ *P<0.05､ ＋ b<0.10,
-

5名未満のため検定せず)
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②劣等感については,表3から明らかなように,男性ではとんぼ,やどかり,ざりがに,

きんぎょ,アヒル,ハムスター,うさぎで有意差が見られ,ドジョウで有意な傾向が見ら

れた｡いずれも第3辞すなわち｢つかむことができる+方が第1群より劣等感が低かった｡

女性ではバッタ,コオロギ,ドジョウ,ぎりがにで有意差が見られ,せみ,ちょう,くわ

がたで有意な傾向が見られた｡いずれも第3群の方が劣等感が低かった｡なお有意ではな

いが,男性のちょう,小さいクモ,かえる,かたつむりでは平均値差が1.5以上見られ,

いずれも第3群の方が第1群より劣等感が低かった｡たとえば,男性のきんぎょについて

いえば, ｢自分の考えは何かまちがっている気がする+ (項目52), ｢人の言いなりになっ

てしまうことがよくある+ (項目58)等の項目に対して｢はい+と答えた人の割合は,第

3群の方が第1群よりはるかに小さかった｡また有意ではないが,女性のハムスターとね

こだけは,逆に第3群の平均値の方が高くなっていた｡

表3 劣等感と接触可能度の関係

秤

男性 女性

人数平均S.D. 人数平均S.D.

′ヾッタ
1 519.806.30 3721.164.62*
3 7318.844.59 8719.16.4.35

コオロギ 1 919.895.42 5621.054.64*
3 6618.584.55 7219.144.52

せみ 1 1419.644.40 6020.754.73＋
3 6618.984.67 5919.144.16

とんぽ 1 523.602.So♯ 4020.954.17
3 7418.994.77 9019.594.74

ちょう 1 1420.435.ll 5820.504.46＋
3 6618.804.73 5918.924.33

くわがた 1 224.502.12- 3021.004.62＋
3 7819.044.71 9219.414.49

あおむし 1 4419.485.37 10520.374.52
3 2518.364.05 1419.074.84

あり 1 518.605.41 2520.644.40
3 7219.214.68 10919.984.66

だんご虫 1 1020.004.85 4720.474.47
3 6918.844.51 8919.464.40

小さいクモ 1 4719.724.84 11420.254.64
3 2418.174.91 2519.324.26

ゴキブリ 1 7719.174.901 14420.094.52-
3 0 115.00

かえる 1 2220.235.62 7520,474.61
3 5318.604.43 4619.484.75

とかげ 1 3120.034.85 9419.954.54
3 4618.304.33 3319.394.61

ミミズ 1 3619.755.14 10120.374.46
3 4018.354.26 2619.274.78

大きいクモ 1 6819.094.77 13920.204.54-

3 518.406.43 215.001.41

やもり 1 4818.964.66 10620.104.46

3 2618.884.76 2118.674.64

へび■ 1 5219.314.94 10220.274.58
3 1919.534.98 1919.164.46

ナメタジ 1 5418.675.18 12020.014.66
3 1219.674.46 920.114.46

かたつむり 1 1121.006.31 2720.785.06
3 6518.714.22 9019.434.26

やどかり 1 922.335.52* 4419.934.96

3 7318.554.47 9019.934.29

小さいかめ 1 324334.04- 1319.925.07
3 7818.564.52 11319.734.52

ドジョウ 1 1920.745.21＋ 6720.884.37*

3 5318.384.53 5619.094.41

ざりがに 1 923.223.46** 5121.024.59*
3 7018.664.47 7719.134.48

きんぎょ 1 1222.004.84* 4021.054.06

3 6418.534.70 8219.664.59

ひよこ 1 224.500.71- 1119.363.78
3 7718.644.55 124･20124.49

アヒル 1 1122.454.48* 2220.184.60
3 5918.494.70 9419.594A4

ノヽムスター
1 724.572.44** 1118184.47
3 7018.404.59･ 12020.204.45

うさぎ 1 723.434.12** 619.334.18
3 6918.464.72 12719.984.47

ねこ 1 118.00 517.003,32
3 7418.864.79 12520.084.50

いぬ
1 118.00 416.001.41-

3 7418.924.80 13019.984.42

(**p<o,o1. *b<0.05. ＋ P<0.10,
-

5名未満のため検定せず)
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③共感性については,表4から明らかなように,男性ではきんぎょで有意差が見られ,

あおむし,かたつむりで有意な傾向が見られた｡いずれも第3群すなわち｢つかむことが

できる+方が第1群より共感性が高かった｡たとえば,男性のきんぎょについていえば,

｢人のために犠牲になるのはいやだ+ (項目32), ｢人のことより自分のことについて考え

るのが好きだ+ (項目44)等の項目に対して｢はい+と答えた人の割合は,第3群の方が

第1群よりはるかに小さかった｡また女性ではせみ,とんぼで有意差が見られ,コオロギ,

ちょう,くわがたで有意な傾向が見られた｡いずれも第3群の方が第1群より共感性が高

かった｡なお有意ではないが,男性のコオロギ,ざりがに,アヒル,女性のあおむしでは,

平均値差が1.5以上見られ,いずれも第3群の方が第1群より共感性が高かった｡

表4 共感性と接触可能度の関係

群

男性 女性

人数平均S.D. 人数平均S.D.

バッタ 1 521.404.16 3721.623.39
3 7321.934.ll 8722.063.70

コオロギ 1 920.564.61 5621.413.20＋

3 6622.124.05 7222.463.61

せみ 1 1421.714.14 6021.373.38*
3 6621.B94.32 5922.863.41

とんぽ 1 522.003.74 4021.033.46*

3 7421.994.13 9022.413.43

ちょう 1 1421.004.77 5821.453.49＋
3 6621.914.16 5922.543.47

くわが-た 1 222.(X)4.24- 3020.973.36＋

3 7821.874.03 9222.343.62

あおむし 1 4421.303.83＋ 10521.823.28
3 2523.284.41 1423.294.51

あり 1 522.803.96 2521.763.55

3 7221.784.19 10922183.46

だんご虫 1 1021.604.09 4722.473.56
3 6921.904.26 8921.763.47

小さいクモ 1 4721.814.26 11421.953.37

3 2421.924.44 2522.723.81

ゴキ1]) 1 7721.734.21- 14422.063.46-
3 0 124.00

かえる 1 2221.363.70 7521.793.48
3 5322.154.17 4622.373.51

とかげ 1 3121.233.73 9421.813.47

3 4622.594.16 3322.033.61

ミミズ 1 3621.944.05 10122.303.50**

3 4022.034.25 2620.232.69

大きいクモ 1 6821.684.14 13922.083.37-
3 523.402.88 216.002.83

やもり 1 4821.653.91 10621.953.48
3 2622,424.53 2120.903.40

へび■ 1 5221.633.88 10221.763.67

3 1921_684.75 1921.632.41

ナメタジ 1 5421.393.98 12022.173.35
3 1221.674.08 921.113.95

かたつむり 1 1119.915.49＋ 2721.523.18

3 6522.203.95 9021.983.54

やどかり 1 919.674.74 4421.433.05
3 7322.114.10 9022.293.65

小さいかめ 1
-317.672.52-

1322.004.08

3 7821.994.08 11322.263.37

ドジョウ 1 1921.373.20 6721.913.28
3 5321.984.75 5622.293.66

ぎりがに 1 920.225.02 5121.613.38
3 7022.064.17 7722.173.55

きんぎょ 1 1219.674.27* 4021.553.57
3 6422.334.06 8222.373A4

ひよこ 1 219.502.12- 112().913.91

3 7721.994.23 12422.1O3.37

アヒル 1 1120.363.01 2222.093.46
3 5921.884.45 9422.153_38

ハムスター 1 720.862.79 1121.554.13
3 7022.044.37 12022.093.44

うさぎ 1 722.294.07 621.833.82
3 6921.814.31 12722.023.39

ねこ 1 120.00 522.004.12
3 7421.934.19 12522.013.45

いぬ
1 120.00 421.504.43-

3 7421.954.09 13022.033.49

(**b<0.OL, *b<0,05､ ＋ L)<0.10, -
5名未満のため検定せず)
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④神経質については,表5から明らかなように,男性ではかえる,アヒル,ハムスター

で有意差が見られ,ちょうで有意な傾向が見られた｡いずれも第3辞すなわち｢つかむこ

とができる+方が第1群より,神経質な傾向が低くなっていた｡女性ではやもり,へび,

ナメクジ,きんぎょ,アヒルで有意差が見られた｡ナメタジ以外は,いずれも第3群の方

が第1群より神経質な傾向が低かった｡たとえば,女性のへびについていえば, ｢神経質

である+ (項目23), ｢失敗するといつまでもくよくよ考える+ (項目59)等の項目に対し

て｢はい+と答えた人の割合は,第3群の方がはるかに小さかった｡なお有意ではないが,

男性のとんぼ,あり,小さいクモ,大きいクモ,かたつむり,ざりがに,ドジョウ,うさ

ぎ,女性のかめ,ひよこ,ねこでは,平均値差が1.5以上見られ,いずれも第3群の方が

第1群より神経質な傾向が低くなっていた｡

表5 神経質と接触可能度の関係

秤
男性 女性

人数平均S.D. 人数平均S.D.
バッタ 1 523.405.13 3722.225.34

3 7322.494.95 8722.075.20

コオロギ 1 923.784.82 5623.005.38
3 6622.554.98 7221.925.10

せみ 1 1423.215.22 6022.625.10
3 6622.154.97 5921.755.40

とんぼ 1 526.20‾2.77 4022.635.06
3 7422.455.ll 9021.935.21

ちょう 1 1424.503.59＋ 5822.535.(氾
3 6621.895.20 5921.805.42

くわがた 1 225.002.83- 3022.475.25
3 7822.535.08 9222.214.99

あおむし 1 4423.025.14 10522.175.26
3 2522.684.57 1422.214.85

あり 1 524.205.07 2521.925.26
3 7222.365.02 10922.175.21

だんご虫 1 1023.705.60 4722.555.40
3 6922.194.91 8921.655.08

小さいクモ 1 4723.155.06 11422.215.33
3 2421.335.14 2522.204.54

ゴヰプリ 1 7722.425.20- 14422.225.ll-

3 0 112.(X)

かえる 1 2224.503.89* 7522.735.ll
3 5321.385.15 4622.005.26

とかげ 1 3122.744.88 9422.115.46
3 4622.435.03 3322.154,64

ミミズ 1 3622.895.32 10122.155.28
3 4022.(X)4.57 2621.924_畠2

大きいクモ 1 6822.685.04 13922.175.18-
3 519.805.85 218.001.41

やもり 1 4822.464.90 10622.465.11*
3 2622.425_30 2120.005.38

へび 1 5223.134.99 10222.565.17**
3 1921.844.02 1918.474.94

ナメクジ 1 5422.485.18 12021.885.31*
3 1222.254.56 924.332.55

かたつむり 1 1123.644.18 2721.266.19
3 6522.174.97 9021,894.95

やどかり 1 923.114.96 4421.525.16
3 7322.195.00 9022.295.27

小さいかめ 1 322.6711.02- 1323.855.00
3 7822.314.7B 11321.754.93

ドジョウ 1 1924.004.78 6722.825.35
3 ■5322.004.82 5621.414.88

ざりがに 1 924.334.47 5122.805.30
3 7022.115.07 7721.644.97

きんぎょ 1 1223.255.15 4023.654.73*
3 6421.895.03 8221.73‾5.10

ひよこ 1 230.000.00- 1124.004.16
3 7722.194.95 12422.025.13

アヒル 1 1125.644.46* 2224.324.22**
3 5921.854.93 9421.265.31

ハムスタ- 1 726.293.86* 1121.275.88
3 7022.295.00 12022.045.06

うさぎ 1 725.144.71 622.675.57
3 6922.415.Q2 12721,935.e5

ねこ 1 130.00 523.602.51
3 7422364.95 12521.955.ll

いぬ 1 130.00 420.255.19-
3 7422.325.02 13021.965.ll

(**9<0.01, *b<0.05. ＋ b<0.10,
-

5名乗繭のため検定せず)
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⑤抑うつ性については,表6から明らかなように,男性ではとんぼ,かえる,どじょう,

アヒルで有意差が見られ,ハムスターで有意な傾向が見られた｡いずれも第3辞すなわち

｢っかむことができる+方が第1群より,抑うつ性が低くなっていた｡たとえば,かえる

についていえば, ｢すぐに元気がなくなる+ (項目36), ｢すぐにふさぎこんでしまう+ (項

目54)等の項目に対して｢はい+と答えた人の割合は,第3群の方がはるかに小さかった｡

なお有意ではないが,バッタ,コオロギ,ちょう,あり,だんご虫,大きいクモ,かたつ

むり,ざりがに,きんぎょ,うさぎでは,平均値差が1.5以上見られ,いずれも第3群の

方が第1群より抑うつ性が低くなっていた｡このように,男性では抑うつ性と接触可能度

との関係が多くの動物で見られるのに対して,女性では第3群と第1群の平均値差が有意

あるいは1.5以上の動物はまったく見られなかった｡

表6 抑うつ性と接触可能度の関係

群

男性 女性

人数平均S.I). 人数平均S.D.

‾′ヾッタ
1 524.605.59 3721.785.ll

3 7321.415.20 8721.684.99

コオロギ
1 923.786.04 5622.274.83
3 6621.08512 7221.635.05

'せみ 1 1421.645.46 6021.904.78

3 6621.455.30 5921.564.84

とんほ 1 527.402.07** 4022.204.88
3 7421.515.31 9021.484.82

ちょう 1 1423.574.72 5821.594.63
3 6621.175.43 5921.464.90

くわがた I 227.002.83- 3021.504.82

3 7821.785.26 9221_654.92

あおむし 1 4422.255.65 10521.884.81
3 2521.804.84 1421.864.74

あり 1 524.205.47 2521.764.43

3 7221.295.23 10921.744.99

だんご虫 1 1023.606.04 4722.114.62

3 6921.165.16 8921.434.95

小さいクモ 1 4722.60･5.35 11421.784.92
3 2420.585.22 2522.324.23

ゴヰブリ 1 7721.615.48- 14421.854.81･-
3 0 113.00

かえる 1. 2223.645.53* 7521.694.93
3 5320.914.70 4622.525.ll

とかげ 1 3122.005.77 9421.215.Q3
3 4621.354.96 3322.58.4.32

ミミズ 1 3622.115.66 1(〉121.664.83
3 4021.354.49 2621.775.05

大きいクモ 1 6821.595.37 13921.734.89-
3 520.005.15 223.502.12

やもり ･1
4821.695.65 10621.664.87

3 2621.275.05 2121.384.98

へび 1. 5222.405.19 10221.854.88.
3 1921.584.89 1921.685.15

ナメタジ 1 5421.595.63 12021.665.04
3 1220.674.44 920.443.94

かたつむり 1 1122.916.19 27･21,815.51

3 6521.085.01 9021.494.59

やどかり 1 922.335.79 4421.255.15
3 7321.27516 9021.964.69

小さいかめ 1･ 325.007.00- 1322.624,79
3 7821.415.16 11321.624.79

ドジョウ 1 1924.164.90* 6722.074.85
3 5320.744.94 5621.594.82

ざりがに 1 923.006.10 5121.884.88
3 702i.415.27 7721.254.71

きんぎょ 1 1223.755.28 4022.284.57

3 6421.115.15 8221.914.96

ひよこ 1 229.001.41- 1120.735.35
3 7721.305.24 12422.154.79

アヒ)I, 1. 1124.366.23* 2221.644.54

3 5920.634.99 9421.384.76

ノヽムスター
1 725.295.59＋ 1121.554.91
3 7021.265.21 12021.874.90

うさぎ
1 723.576.53 622.004.82
3 6921.235.28 12721.784.86

ねこ 1 130.00 522.603.58
3 7421.475.13 12521.854.96

いぬ 1 130.00

.419.002.94-
3 7421.685.13 13021.804.91･

(**♪<o.o), 辛?<o.o5､. b<0.10.
-

5名未満のため検定せず)
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⑥外向性については,表7から明らかなように,男女共に,すべての動物において第1

群と第3群間で有意差は見られなかった｡また有意な傾向も男性ではまったく見られず,

女性のあおむしのみ,有意な傾向が見られた｡したがって,これらの動物に対する接触可

能度と外向性との関連は小さいといえよう｡なお有意ではないが平均値差が1.5以上見ら

れたのは,男性ではかたつむり,だんご虫,ハムスター,バッタ,あり,アヒル,うさぎ,

女性ではナメクジであった｡

表7 外向性と接触可能度の関係

秤

男性 女性
人数平均S.D. 人数平均S.D.

ノヾッタ 1 523.007,31 3721.274_48
3 7319.845.00 8721.534.65

コオロギ 1 920.676.08 5621.384.19
3 6620.175.19 7221.494.83

せみ 1 1421.215.18 6021.624.14
3 6620.005.07 5921.424.63

とんほ 1 519.806.18 4021.304.37
3 7419.895.21 9021.584.60

ちょう 1 1420.435.71 5821.124.12
3 6619.795.12 5921.584.68

くわがた 1 220.0011.311 3021.633.50
3 7819.B75.08 9221.734.63

あおむし 1 4419.615.61 10521.544.24＋
3 2520.964.48 1419.215.39

あり 1 521.604.51 2521.724.49
3 7219.885.10 10921.244.67

だんご虫 1 1022.105.84 4721.744.54
3 6919.944.99 8921.484.31

小さいクモ 1 4719.645.45 11421.684.48
3 2420.865.18 2520.604.75

ゴヰプリ 1 7719.775.24- 14421.424.50-
3 0 126.00

かえる 1 2219.466.05 7521.634.36
3 5320.424.96 4620.485.00

とかげ I 3120.485.05 9421.734.22
3 4620.465.05 3320.585.26

ミミズ 1 3619.895.86 10121.804.47
3 4020.254.99 2620,923.99

大きいクモ 1 6820.075.30 13921.554.421
3 520.406.07 214.500_71

やもり 1 4820.755.03 10621.604.42
3 2619.585.12 2120.434_42

へぴ■ 1 5219.605.42 10221.264.39
3 1919.955.48 1920.475.27

ナメタジ 1 5420.265.38 12021.504.53

.3
1219.675.43 920.003.50

かたつむり 1 1118.647.03 2720.894.63
3 6520.654.50 9021.744.33

やどかり 1 919.117.25 4421.023.82
3 7320_235.03 9021.394.86

小さいかめ 1 313.333.21- 1321.464.52
i 7820.315.06 11321.534.59

ドジョウ 1 1920.426.10 6721.404.31
3 5319.895.08 5621.384.96

ざりがに 1 920.006.63 5121.513.92
3 7019.935.06 7722.044.55

きんぎょ 1 1219.586.67 4020.704.29
3 6420.335.02 8221.784.54

ひよこ 1 222.007.07- 1121.644.67
3 7720.405.08 12421.214.42

アヒル 1 1117.554.68 2221.454.49
3 5920.205.13 9421.664.42

ハムスター
1 717.865.21 1122.095.66
3 7020.465.29 12021.144.57

うさぎ 1 718.296.32 622.675.35
3 6920.205.27 12721.374.45

ねこ 1 119.00 522.002.92
3 7420.035.26 12521.334.52

いぬ 1 119.00 423.003.56-
3 74■20.015.25 13021.344.51

(**b<0.01, *?<0.05, ＋ b<0.10,
-

5名乗滞のため検定せず)
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以上のように,本研究で取り上げた6つの性格特性尺度の中で,外向性を除く他の5つ

の尺度(攻撃性,劣等感,共感性,神経質,抑うつ性)は動物に対する接触可能度と関連

があり,男性では5尺度とも,女性では抑うつ性を除く他の4尺度で関連が見られること

がわかった｡そして関連の見られる尺度についてはすべて,動物に対する接触可能度が高

い方が,より望ましい傾向を示していた｡すなわち男女とも,動物を｢つかむことができ

る+方が,攻撃性,劣等感,神経質傾向,抑うつ性(男性のみ)がより低く,共感性がよ

り高いという,社会的により望ましい方向で高かった｡この理由として考えられることは,

動物との接触が人間の性格形成の上で,望ましい影響を与えているのではないかあるいは

不可欠なのではないかということである｡動物に対する接触可能度が高い人は,おそらく

動物との接触場面や接触経験は多いであろうし,それだけ自然環境からのプラスの影響を

多く受けているのではないかと考えられる｡

また,これらの性格尺度と関連の深い動物の種類という観点から見てみると, 3種類以

上の性格尺度と有意あるいは有意傾向の見られた動物は,男性では,とんぼ,ちょう,小

さいクモ,大きいクモ,ざりがに,ドジョウ,アヒル,ハムスター,うさぎであり,女性

では,コオロギ,せみ,くわがたであった｡このように,男女間で性格特性と関連の深い

動物はかなり異なっており,さらに男性の方が種類が多い傾向が見られた｡心理臨床場面

において昆虫恐怖症やクモ恐怖症という症例があることからも推察できるように,とくに

昆虫ヤクモに対する接触行動は性格と関連が深いといえよう｡

2.動物の生命に関わる場面に対する態度と性格との関係

塗師(1996)は調査表Aの20項目について因子分析を行い,第1因子として｢死に直面

した動物に対する態度+ (調査表Aの項目番号2,4,5,9,13),第2因子として｢動物保護に対

する態度+ (項目番号1,7,10,ll),第3因子として｢実験用動物に対する態度+ (項目番号

18,19,20)の3因子を得ている｡これらの因子と性格特性との関連を調べるために,まず

各因子に含まれる項目の合計点を各因子の尺度得点とし,各尺度得点の上位群と下位群を

男女別に定め,上下位群間で尺度得点の平均値の差の検定を行った｡

イ.死に直面した動物に対する態度(第1因子)と性格との関係

男性では表別こ示すように,有意差の見られるのは神経質のみである.すなわち,ヒョ

ウがシカを襲う映像や,生けにえの羊が首を切られる映像に目をそらすといった傾向の強

い人(上位群)の方が,神経質な傾向がより高いといえる｡また,有意ではないが,劣等

感と抑うつ性では,上位群の方が下位群より平均が1.5以上も高くなっており,これらの

傾向が上位群ではより強いことを示している｡

女性では表8に示すように,劣等感にのみ有意差が見られる｡上位群の方が劣等感が強

い｡また,有意ではないが,神経質と攻撃性と抑うつ性では,上位群の方が下位群より平

均が1.5以上も高く,これらの性質がより強いことを示している｡
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表8 死に直面した動物に対する態度と性格の関係

人数 外向性 劣等感 攻撃性 共感性 神経質 抑うつ性

男 上位 30 平均 20.93 19.40 19.80 22.17 24.00 22.17

s.d 5.62 4.74 4.ll 3.81 4.19 5.39

下位 32 平均 19.69 17.63 18.75 20.84 20.88 20.31

s.d 4.84 4.55 3.84 4.54 5.07 5.ll

有意 *

女 上位 38 平均 20.63 21.74 20.24 21.74 23.18 22.79

ら.d 5.16 4.40 4,51 4.12 5.30 5.23

下位 37 平均 20.84 19.41 18.65 22.ll 21.35 21.19

s.d 4.96 4.43 4.94 3.41 4.75 4.86

有意 *

(*b<0.05)

口.動物保護に対する態度(第2因子)と性格との関係

男性では表9に示すように,共感性に有意差,外向性に有意な傾向が見られる｡すなわ

ち,イルカ,野ウサギ,熊,鳥等の動物保護により好意的な人(上位群)は,共感性や外

向性が下位群より高いと考えられる｡これに対して,女性では表9から明らかなように,

6尺度とも有意差が見られない｡共感性のみ,上位群の方がやや高い傾向が認められる｡

表9 動物保護に対する態度と性格の関係

人数 外向性 劣等感 攻撃性 共感性 神経質 抑うつ性
男 上位 36 平均 20.72 18.36 19.39 22.78 22.44 21.53

s.d 4.98 4.16 4.30 3.63 4.45 5.05

下位 36 平均 18.56 19.72 18.94 20.14 22.25 21.ll

s.d 5.16 4.73 4.24 4.16 5.10 5.19

有意 ＋ **

女 上坪 51 平均 21.35 20.18 19.55 22.37 21.78 21.51

s.d 4.72 4.56 4.59 3.53 5.64 5.47

下位 62 平均 21.ll 20.ll 20.29 21.35 22.42 22.34

s.d 4.41 4.64 4.89 3.42 4.97 4.56

有意

(**♪<0.01, ＋ ♪<0.10)

ハ.実験用動物に対する態度(第3因子)と性格との関係

この因子については表10に示すように,男女ともに,有意差のある尺度はまったく見

られない｡上位群と下位群の平均値差が1.0以上の尺度もーつもなく,ほぼ同様な値であ

る｡したがって,犬やかえる等の実験用動物に対する態度は,本研究で取り上げている6

つの性格尺度とは無関係であるといえよう｡

表10 実験用動物に対する態度と性格の関係

人数 外向性 劣等感 攻撃性 共感性 棉経質 抑うつ性

男 上位 41 平均 20.20 19.22 18.83 21.73 22.39 21.66

s.d 5.81 5,32 4.40 3.72 4.95 5.14

下位 34 平均 19.76 18.74 19.38 21.44 22.47 21.18

s.d 4.47 4.28 4.08 4.69 4.70 5.29

有意

女 上位 58 平均 21.29 20.12 20.12 21.90 21.71 21.71

s.d 4.93 4.75 4.82 3.71 5.32 5.27

下位 43 平均 21.05 19.40 19.56 22.53 21.53 21.42

s.d 4.21 3.94 4.79 3.38 5.01 4.31

有意
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まとめと今後の課題

本研究の目的は,大学生における各種の身近な動物に対する接触行動および動物の生命に

対する態度と性格特性との関係を調べることであった｡その主要な結果は,以下のように

まとめられよう｡

(1)動物をつかむことができるか否かと性格との関係の様相は,動物の種類により,ま

た男女によって,かなり異なっていた｡

(2)一般的に言えば,男女共,動物をつかむことができるグループの方が,つかむこと

ができないグループよりも攻撃性,劣等感,神経質の尺度得点が低く,共感性の尺度

得点が高かった｡

(3)抑うつ性については,男性では動物をつかむことができるグループの方が,つかむ

ことができないグループよりも低かったが,女性ではすべての動物で有意差が見られ

なかった｡

(4)外向性については,男女共,すべての動物において,動物をつかむことができるグ

ループとつかむことができないグループ間で有意差が見られなかった｡

(5)死に直面した動物の場面を見るのを避けようとする態度は,男性では神経質傾向尺

度,女性では劣等感尺度と関連が見られた｡避けようとする傾向の強い人の方が,神

経質傾向,劣等感が高かった｡

(6)動物保護に対する態度は,男性において共感性尺度,外向性尺度と関連が見られた｡

すなわち,動物保護に好意的なグループの方が共感性や外向性が高かった｡

(7)実験用動物に対する態度は,男女共,性格との関連が見られなかった｡

以上のように,動物に対する接触可能度および動物の生命に対する態度と性格との間

にさまざまな関係が見られることが明らかにされた｡特に,動物をつかむことができる

方,すなわち接触可能度が高い方が,社会的により望ましい性格を示していたことは非

常に興味深い｡先に考察で述べたように,やはり同じ生きとし生きるものとしての動物

との接触は,人間の性格形成の上で望ましい影響を与えているのであろう｡さらにいえ

ば,ますます動物や自然との接触が少なくなると思われる高度情報化社会においては,

本研究でのこのような結果のもつ意味をもっと真剣に考えるべきなのかもしれない｡

最後に,本研究の今後の課題として,性格尺度レベルでのマクロな分析だけでなく,

さらに項目レベルで動物を個別に見るミクロな分析を進める必要がある｡これによって,

さらに興味深い知見が得られることが期待される｡また,本研究では筆者が関連性が強

いと考えた6つの性格特性しか取り上げていないが,たとえば協調性,支配性,自己顕

示性等の他の性格特性との関連も見られるかもしれない｡さらに本研究の調査対象は大

学生に限られているが,幼児期から児童期,青年期といった各発達段階で,動物に対す

る接触行動や態度がどのように変化し,性格とどういう関連をもつのであろうか｡これ

らを明らかにしていくことが今後の課題である｡
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資料

嗣 査 票 D

次の各文の内容は,あなたにどの程度あてはまりますか｡あてはまる場合には｢はい+,

どちらともいえない場合には｢どちらでもない+,あてはまらない場合には｢いいえ+を

○で囲んでください｡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

話し好きである｡

相手の気持ちになって考えるようにしている｡

好き嫌いが激しい｡

多くの点で人にひけめを感じる｡

心配性である｡

じっと静かにしているのが好きだ｡

人と広く付き合うほうだ｡

物事に敏感である｡

人にとやかく言われると,必ず言い返す｡

私には人に自慢できることがある｡

ちょっとしたことが気になる｡

憂皆(ゆううつ)になることが多い｡

無口である｡

因っている人をみると,すぐに助けてあげたくなる｡

他人には寛大なほうだ｡

意見ははっきり述べるほうだ｡

物事を難しく考えるほうだ｡

自分勝手に思い込むことが多い｡

自分はわりと人気者だ｡

他人の苦しみがよくわかる｡

馬鹿にされたら,その仕返しをしたいと思う｡



22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

動物に対する接触行動および生命に対する態度と性格の関俸

自信を持っている｡

神経質である｡

会話の最中にふと思い込むくせがある｡

生き生きしていると人に言われる｡

頼まれ事は断り切れない｡

すぐ興奮してしまう｡

困難にあうと,うろたえてしまう｡

他人の言動をいちいち考える傾向がある｡

理由もなく自分が惨めに思えてくることがある｡

陽気である｡

人のために自分が犠牲になるのはいやだ｡

意見が合わないと,相手を批判したくなる｡

グループで何か決める時は,誰か他の人の意見に従う｡

あまり物事にはこだわらないほうだ｡

すぐに元気がなくなる｡

初対面の人には自分の方から話しかける｡

他人の世話をするのが好きだ｡

失礼なことをされると黙っていない｡

何かを決める時自分ひとりではなかなか決められない｡

心配事があって夜眠れないことがある｡

わけもなく不安になることがある｡

よく人から相談を持ちかけられる｡

人のことより自分のことについて考えるのが好きだ｡

短気である｡

自分はつまらない人間だ｡

いやなことはすぐに忘れるほうだ｡

体がだるく感じることがある｡

話患に事欠かないほうだ｡

人のためにつくすのが好きだ｡

人に八つ当たりすることがよくある｡

自分の考えは何かまちがっている気がする｡

気疲れしやすい｡

すぐにふさぎ込んでしまう｡

誰とでも気さくに話せる｡

気の毒な人をみると,すぐに同情するほうだ｡

自分に都合が悪くなると,相手を責めたくなる｡

人の言いなりになってしまうことがよくある｡

失敗するといつまでもくよくよ考える｡

空想にふけることが多い｡
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